
　直線 と楕円 を考える。 と が異なる２点１

で交わるような の範囲は である。このとき、 とす

ると、 であり、線分 の中点 の座標は

である。したがって、 は直線 上にある。

　 を原点とする座標平面における曲線 上に、点 を２

とる。

　 の接線で直線 に平行なものをすべて求めよ。

　点 が 上を動くとき、△ の面積の最大値と、最大値を与える の座

　標をすべて求めよ。

　 平面において、次の式が表す曲線を とする。３

　　　　

　 を 上の点とする。 で に接する直線を とし、 を通り と垂直な直線

を として、 軸と 軸と で囲まれてできる三角形の面積を とする。 が

上の点全体を動くとき、 の最大値とそのときの の座標を求めよ。

　座標平面上に点 をとる。実数 に対して、直線 上の 点 を４

で定める。 点 を通る直線を とする。点 を通り、

傾き の直線を とする。このとき、次の問に答えよ。

　 と が交点をもつための の必要十分条件を求めよ。

　 が の条件を満たしながら動くとき、 と の交点の軌跡を求めよ。

　 を正の定数とする。 平面上の原点 からの距離と直線 か５

らの距離の比が である点 の軌跡を とする。

　点 の極座標を とするとき、軌跡 を極方程式を表せ。

　 上の 点 を考える。線分 と が原点で直交しているとき、

　 の値が 点の選び方によらず一定となることを示せ。

　 のとき、 を と の方程式で表せ。また、 がどのような図形と

　なるか述べよ。

　 平面において、次の式が表す曲線を とする。６

　　　　

を 上の点とする。 で に接する直線を とし、 を通り と垂直な直線を

として、 軸と 軸と で囲まれてできる三角形の面積を とする。 が 上

の点全体を動くとき、 の最大値とそのときの の座標を求めよ。

　 を複素数とする。複素数 の方程式７

　　　 ……

　について、次の問に答えよ。ただし、 は虚数単位である。

　方程式 が実数解をもつように が動くとき、点 が複素数平面上に描く図

　　形を図示せよ。

　方程式 が絶対値 の複素数を解にもつように が動くとする。原点を中心

　　に を 回転させた点を表す複素数を とするとき、点 が複素数平面上に

　　描く図形を図示せよ。

　座標空間において、 平面上にある双曲線 のうち を満たす部８

分を とする。また、 軸上の点 を考える。点 が 上を動くとき、

直線 と平面 との交点の軌跡を求めよ。ただし、 は正の定数とする。
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